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はじめに
• 地球上にある、あらゆる物質（個体、液体、気体）全てに固有
振動数が存在し（構造物が持つ固有の振動数、共振周波
数）固有振動数は質量が⼤きくなるほど低くなり、剛性が⾼くな
るほど⾼くなります。

• 共振増幅の現象を造り出すには各物質の持つ固有振動数と同
じ周波数帯域を与えるか対象物質の持つ固有振動数の整数倍
または整数分の1の周波数帯域を与える事により振動が増幅さ
れ強い揺れが起きます、これを共振と⾔い、その周波数は共振波
と⾔われます。
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共振装置の最⼤の特徴は縦波と横波の発⽣による（量⼦もつれ）共振技術を駆使した現実⽣活への応⽤が可能になる︕

横波と縦波の違いは、波の揺れる⽅向の違いです。 波の進⾏⽅向と垂直なのが横波、進⾏⽅向なのが縦波です、地震が来た時に最初に
到達する波が縦波のP波で後に到達する波が横波のS波になります。
縦波の進⾏スピードは横波より早い特性があります。
現実⽣活での⾝近な横波は太陽光の光などに挙げられます。
声や⾳楽の⾳は縦波になります、また⼈の脳は右脳と左脳に分かれている事は当たり前に知られていますが、右脳と左脳の圧電的作⽤によ
り縦波の重⼒波とも⾔われる4Hz以下のθ波やδ波に縦波のスカラー波（電気的重⼒波）とも⾔われている発⽣率がある事が分かり始め
ています。

第⼀章 共振とは何か︖（1）

左脳 右脳
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スイスジュネーブにあるCERN（⼤型ハドロン衝突型加速器）の⼀部の研究者で試験されている内容が、陽⼦と陽⼦の衝突により発⽣した未
知の粒⼦にあたる⼀部が、トンネル効果で知られるα粒⼦とは違いパラレルワールド（並⾏世界）へ通過する性質を確認しており、⼀⽅、霊能
者（シャーマン）が深い深層⼼理状態で発するθ波やδ波にもパラレルワールドへ通過する性質があり、どの様な過程を経て次元を超えて⾏く
のか︖を調査している研究チームがあるそうです。
現在、量⼦論の観点ではパラレルワールドは10の500乗も存在すると考えられております。
つまり我々⼈間の意識には科学では追い付けない、未知なるエネルギー体が存在している事も分かり始めて来ています。
それが⼈のチャクラを意識した意識エネルギーでありまた意識科学とも⾔われて来ています。
今、勇気を持って意識世界を研究する科学者が世界中で現れる様になって来たのも、⼼を扱わない科学が⼼を持ち出さないと解決出来ない
程、困難な世界観にあり、時代が持つエネルギーの現れではないでしょうか︖

第⼀章 共振とは何か︖（２）

⼤型ハドロン衝突型加速器
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例えば意識がモノの振る舞いに影響する。現在のコンピューターの基本を造ったＪ・フォン・ノイマンが⾔っている意識がモ
ノの振る舞いに影響する。
アメリカのディーンラディン博⼠が2014年に発表した、⼈は4.8秒先の未来を脳が感知する。⼊射したエネルギーの振動
パターンの⼀部が⽔の排除層構造に新たに変化をもたらすとしたら、何らかの情報が保持され電磁波によって伝えられた
構造的な情報になり⽔を介した電⼦メールの様な物と⾔えるとノーベル賞受賞者のリュック·モンタニエが発表した⽔の電
磁波による情報伝達現象など意識エネルギーを研究する科学者が多く現れ始めて来ています。

第⼀章 共振とは何か︖（3）

J・フォン・ノイマン ディーンラディン博⼠ リュック・モンタニエ
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浸透作⽤

私達の⾝体を構成している細胞総数は約60兆個とも⾔われていますが、昨今37兆個とも⾔われ下⽅修正されて来ています。
私たちの⾝体の中では⽇々約3000億個の細胞が死に続けていると⾔われています。
⼀⽅では死んでゆく細胞の数と、ほぼ同じ同数の細胞が誕⽣して⽣体の恒常性が保たれています。
数ヶ⽉も経つと体を構成する⼤部分の細胞が更新されていることになります。
また1⽇に発⽣するがん細胞は約5000個も発⽣する事が分かり始めて来ています。
共振作⽤による最⼤の特徴では浸透作⽤、伝動作⽤（転写作⽤）運搬作⽤等の機能性が発⽣します。

主な細胞の更新速度
脳                早い細胞は1ヶ⽉で約40％、遅い細胞は約1年で全て⼊れ替わる。
胃の粘膜 約3⽇で全て⼊れ替わる。
腸の微絨 約1⽇で全て⼊れ替わる。
肝                早い細胞は1ヶ⽉で約96％、遅い細胞は約1年で全て⼊れ替わる。
腎臓             早い細胞は1ヶ⽉で約90％、遅い細胞は約1年で全て⼊れ替わる。
筋⾁             早い細胞は1ヶ⽉で約60％、遅い細胞は約200⽇で全て⼊れ替わる。
⽪膚             約1ヶ⽉で全て⼊れ替わる。
⾎液             4.5〜5.0リットルの⾎液は100〜120⽇間で全て⼊れ替わる。
⾻                幼児期は約1年半、成⻑期は約2年未満、成⼈は約2年半、70歳以上は約3年で⼊れ替わる
肌                10歳代は約20⽇、20歳代は約28⽇、30歳代は約40⽇、40歳代は約 55⽇、50歳代は約75⽇60歳代は約100⽇で全て⼊れ替わる。 

第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１）
共振作⽤による最⼤の特徴では浸透作⽤、伝動作⽤（転写作⽤）運搬作⽤等の機能性が発⽣します。
１．共振飲料⽔による体内の活性酸素反応試験
（１）飲料⽔含めた全ての液体の機能性を向上化させていく
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（２）

⼈間の細胞内⼩器官が⾏っている⽣命活動において最も重要な仕事はタンパク質の分解と合成、エネルギー⽣成と⾔われ、タンパク質の
分解と合成により私達⼈間の様々なパーツを作っております。
その作業はリモデリング（新陳代謝）と⾔われており、使⽤するエネルギーはATP（アデノシン三リン酸）と⾔われ⽣命体のエネルギー通貨、
⼜は⽣命体の電池の様な物として地球上の⽣物に必要不可⽋な要素になります。

ATPを使って⽣命体の⽣体物質の合成、筋⾁の収縮、能動輸送、解糖、⽣殖など⽣命維持に必要な作業を⾏っています。
また、ATPには糖質、脂質、タンパク質、酸素、⽔素が⼤いに関与しています、それなら最初からイオン化に優れた飲料⽔等を取り⼊れる事
で、よりATPサイクルに貢献するのではないかと指摘され始めています︕
ATPは細胞内ミトコンドリアによって⽣成され、⼈のミトコンドリア全数は体重の10分の1も占めると概算されています。
サイズは⻑さ1μm~5μm、幅0.5μm単位で割⾯は草履のような形の⼩体です。
⼤部分がケイ素成分の膜構造になり膜⾯にはチトクロームなどの酸化還元に関与する酵素粒⼦が付着し活動します。
したがって、ミトコンドリア内では、ちょっとした不具合でも活性酸素が⼤量に発⽣し様々な病気の原因を作り出してしまいますが、抗酸化⼒
の強いケイ素は、この防備装置として働いている事も分かり始めて来ています。

ミトコンドリア
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（３）

ATPの⽣成過程をクエン酸回路、クレプス回路とも⾔われ正確にはミトコンドリア内のATP合成酵素の回転運動による
ものとされており、体温調整、発汗、尿作⽤、ホルモン系、神経系の物質まで⽣成し細胞内遺伝⼦のスイッチの
ON.OFFまで操作していると指摘されています。

またイオン化に優れた⽔⾃体が深く関与し、ATP合成酵素の電気的エネルギーを供給しているとも考えられており、つま
り⽔とミトコンドリアの共同作業により⽣体エネルギーが作られていると⾔っても過⾔ではありません。
そのミトコンドリアが我々⼈間の⾝体の中で最も多く存在する箇所が脳と筋⾁になります。⼜、それらを最も駆使する職
業がアスリートになる訳です。
アスリートは脳の俊敏な判断により筋⾁の瞬発⼒で活動する訳ですが、ミトコンドリアの消費⼒が⾼い為に、そういう意
味ではアスリートこそ浸透性や伝動性、運搬性に優れた⽔を常⽇頃から飲料する事で体調管理に促進すると考えられ
ます。

ミトコンドリア

ミトコンドリア
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（４）
共振装置の驚異的な機能で造りあげた、飲料⽔による⾎液内の活性酸素反応試験

共振作⽤で作り上げた飲料⽔を取り⼊れる事で、⾎液内の活性酸素等（ヒドロキシル
ラジカル、スーパーオキサイドラジカル、⼀重項酸素、過酸化⽔素）に素早く反応し、
恒常性維持機能に優れる事に期待出来ると⾔えます。

※普通の酸素を猫に例えるなら活性酸素（ヒドロキシルラジカル）はライオン位の反応に
なると例えられます。

通常、我々⼈間は⽔分を取り⼊れ飲料後に数時間掛け飲料量の10分の1位しか⾎液
内から体内細胞へは取り込む仕組みはありません。
その他の⽔分は唾液や汗、尿などで排出されて⾏きます。
飲料後は⼩腸の腸管粘膜細胞あたりからイオン化（H+とOH̅）され⾨脈から肝臓を
通じ⾎管へ流れ体内に取り込まれる仕組みを持ちます。
仮に1Lの⽔分を腸管粘膜細胞から⾨脈へ取り込むには18Kカロリーものエネルギーを
消費すると⾔われています。

※ここで少し興味深い事が分かり始めて来た話しをしますが、コロナウィルスの世界的蔓延︖または策略︖なのかは、さておきコロナを通じ、⾵邪のひきはじめの
メカニズムが分かり始めてきています。
現代医学でも正式に⾵邪のひくメカニズムがハッキリと分からないまま来ていましたが、コロナウィルスの体内からの侵⼊経路の⼀部で⼩腸の腸管粘膜細胞あた
りから侵⼊することが分かりはじめています。
また⾵邪の犯⼈であるのもウイルスであり⼩腸の腸管粘膜細胞から侵⼊する事が分かり始めてきました。
⼩腸の粘膜にはACE2受容体（エース2受容体、正式名称はアンジオテンシン変換酵素2）と呼ばれる⾎圧を上昇させるアンジオテンシンの働きを調整する
酵素が気道にあるACE2受容体の20倍以上もあり、そこからの侵⼊で⾵邪のウイルスが体内に⼊り込み⾨脈から肝臓を経て⽑細⾎管を通じ全⾝に巡る訳
です。（ACE2受容体は脳や⾎管内にも存在します）
昔の⼈はエビデンスなどに捉われなくとも、おなか周りを腹巻で温める事で⾵邪を予防出来る知恵を持っていたんですね︕古来から伝わる⽇本⼈の
知恵に現代医学が今頃、追いついてきたのも事実と⾔える訳ですね︕
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（５）
（２）伝動作⽤（転写作⽤）

つまり飲料⽔クラスター（⽔分⼦サイズ）のサイズダウンを可能にし電⼦活動の活性化（伝動作⽤）を促進させる事で⾎
液内の数値に素早く変化と反応性をもたらす事に成果を出しています。
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（６）
本来、⾎液内の活性酸素数値は極めて安定的と⾔われ、⽉単位の反応試験になるのが定説です。
経⼝補⽔で取り⼊れられた機能性飲料⽔が短時間で⾎液内数値と反応する事は極めて懐疑的であり医学的、科学的な
⾒解からは弾かれてしまいます。
何故なら現代医学を創り出したロックフェラーの学びやルールが未だ存在するからなんです。
世界中の製薬会社や研究機関では⽇夜、経⼝補⽔にて⼈細胞へのドラックデリバリーシステムを研究している訳で他なりま
せん︕

世界の皇帝 デービッド・ロックフェラー（故⼈）

⼈⾎液ph 7.4±0.5
モル数値 1.7〜3.8

ヒトの細胞は、最⼩サイズのリンパ球で
直径約5 µm、0.005mmになり最⼤
サイズのひとつで卵⼦細胞は約120 
µmの0.12mm ⼀般的な細胞は10-
20 µm0.01〜0.02mmであります。

参考までに精⼦細胞は約60μmの
0.06mm
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（７）

活性酸素反応試験

256 U.CARR

329 U.CARR
395 U.CARR

360 U.CARR

368 U.CARR 321 U.CARR
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（８）

しかしながら周波数の電気的特性と⽔の⼼を学び理解す
る事で可能になったのが共振装置の脅威的な特性で
す︕
共振機能⽔には⽔分⼦をハニカム構造体、またはキュー
ヴ体構造を造り上げ、特に528hzにはその作⽤が強く発
⽣します。

また︕ここで少し興味深いお話しを皆さんにお伝えします、
我々⼈間の記憶は何処に存在するのか︖と多くの医学
者が未だ議論しており、脳や⼼臓でもななく、また臓器そ
のものでもない事が議論されています。

もちろん魂は⾁体を⾞と同じ様に借り物としている事はス
ピリチュアルサイエンスが進む現代では理解が深くなって来
ておりますが︕
以前︕⾁体には記憶の保管機能は存在しないのかと議
論は続いております︖

では興味深い⼈体の話しに⼊りますが︕
⼈細胞にはマイクロチューブルと⾔われる⼩器官が存在し
ます︕

Before After
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（９）

ハニカム構造︓H3O2
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１０）
マイクロチューブルは2種類のタンパク質、ダイニンとキネシンが六⾓形の格⼦状に組み上がった中空シリンダー構造になり直径は25nmで⻑さは数μmです、微⼩
管の中を神経の束が通りシナプス(神経細胞)で接続されています。
微⼩管を構成するタンパク質は横幅4nmと⻑さ8nmサイズになり電⼦的に結合しているだけなので位置が変わります。

細胞は12khz〜8Mhz発⽣させ、ゆらぎ出し神経パルスが流れ、ゆらぎが発⽣し微⼩管のタンパク質がゆらいで配置が変わり、モータータンパク質とも⾔われてい
ます。
⼈が亡くなるときに、マイクロチューブルからの神経パルス信号により膨⼤な⼈の記憶が量⼦的な粒⼦として空間に放出され、また救急医により蘇⽣した場合、空
間に放出された記憶の粒⼦は⼀瞬で体内に戻る事が分かり始めて来ています。

つまりマイクロチューブルを構成する六⾓形の形状や、⽔晶や⽔分⼦に存在する結晶の六⾓形構造体に⾮常に⾼いエネルギーの相関性を感じております。
また反重⼒を創り出すエネルギー構造体にも六⾓形の形状が⾮常に強く存在し、⾝近な所では昆⾍の眼や⽻根などに挙げられます。
1例ではマルハナバチと⾔う蜂がいますが、体に対して⽻根の⽐率が⼩さく、現代の航空⼒学では絶対に⾶べない事になりますが、実際には⽻根に六⾓形のセル
状のスポットがあり多くの電⼦的エネルギー（反重⼒）により⾶翔する事が分かり始めています。

これらの事から⾔える事は⽣体エネルギーは宇宙エネルギーの⼀環であり細胞レベルから反重⼒に⾄るまで、また太古の昔から多くの遺跡構造物にまで六⾓形の
形状、構造体が存在し、それこそが意識エネルギーと意識科学を繋ぐ形状や数字などに表されていると⾔っても過⾔ではありません︕

昆⾍の⽻のハニカム構造 鞍⾺寺エネルギーサークルハニカム構造体

© 2024 All rights Reserved Refine Wave IScT Co.,Ltd.

Refine Wave IScT Co.,Ltd.



16

第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１１）

２．驚異的な⾷⽤油の改質による酸化度試験
（１）⾷⽤油の改質への応⽤

植物性油は不飽和脂肪酸と呼ばれ、代表はオレイン酸、リノール酸、リノレン酸です。
これらの分⼦間には⼆重結合があります。
この⼆重結合のところで分⼦は折れ曲がる為、油脂の分⼦どうしは密接しにくく、分⼦間もあまり
はたらきません、そのため油脂の分⼦間は⽐較的⾃由に動けます。
例えばオリーブオイルなどは、これらの不飽和脂肪酸が多く含まれますので常温でも液体なのです。

トランス脂肪酸とは液体の油脂を固まらせて扱いやすくするために不飽和脂肪酸の⼆重結合の
部分に⽔素を付加して⼆重結合をなくしてしまう⽅法があります。
ところが付加した⽔素が外れて⼆重結合に戻る事があります。油の分⼦はもともとシス型ですが、
この時に異性体であるトランス型が⽣まれてしまいます、これがトランス脂肪酸ですトランス脂肪酸
は⼼筋梗塞などのリスクを⾼めるとする報告がありトランス脂肪酸の接種量を総エネルギー量の1%
未満に抑えるべきとの⽬安を⽰しています。
⽇本⼈の平均的な接種量は総エネルギーの0.3%であると⾔われています。

しかしながら昨今の流通されている植物性油の多くは最初からトランス型になっているとも⾔われ
始め、病を⽣み出す原因とも考えられています。
共振装置の共振応⽤で改質された⾷⽤油は本来のシス型分⼦構造体に戻り電⼦活性化に
より遠⾚外線の影響化を含む⼤幅に跳ねづらい油に仕上がり通常の⾷品を揚げるだけではなく
⽔分を多く含む⾷品対象物も調理可能になっています（3H共振仕様）遊離脂肪酸、油の
沸点、脂質化合物、油脂の酸化度に⼤幅な変化が発⽣します。
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１２）
考察

油の酸化度が通常の油と⽐較して2倍〜3倍延び、油内の遠⾚外線改質効果や電⼦活性効果により調理材料の旨味が
格段に仕上がり、⿃の唐揚げなどは翌⽇に持ち越しても旨味に変化が発⽣しずらい事で、現在多くの量販店にて油の改質
依頼を受けております。

2019年の⼀般社団法⼈さいしんコラボ産学官選考会にて跳ねづらい油の改質で埼⽟の代理店さんが出展し理化学研究
所が審査し優秀賞を頂きました⽇経新聞の記事の搭載など中⼩企業庁の⽀援もあり、現在はJETROや海外からのオファー
で活躍していますが技術⼒では当時の横波タイプは共振装置の10分の1の改質⼒になり、現在の共振装置は縦波と横波
の発⽣装置により情報を転送する機能性を含んだ仕様になります。
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１３）

３．⾷⽤油の改質試験データ（１／２）
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１４）
３．⾷⽤油の改質試験VIDEOデータ（２／２）

グリーンバナナパウダーの
溶解試験

揚げ物試験

© 2024 All rights Reserved Refine Wave IScT Co.,Ltd.

Refine Wave IScT Co.,Ltd.



20

第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１５）
（２）鉱物油（軽油、灯油、A重油等）の改質への応⽤（１／２）

⾦属やプラスチック等などの樹脂類、繊維類またはコスメクリーム状物質、化
学物質（⽯油製品等）シリコン、鉱⽯、紙類など全ての個体に変化が発
⽣します。

Before

Before After

After
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第⼆章 共振装置による現実⽣活への応⽤（１６）
（２）鉱物油（軽油、灯油、A重油等）の改質への応⽤（２／２）

金属やプラスチック等などの樹脂類、繊維類またはコスメクリーム状物質、化学物質（石油製品等）シリコン、
鉱石、紙類など全ての個体に変化が発生します。

Before After
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
１．⼆酸化塩素の共振化における豚コロナウィルス試験（１／２）
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
１．⼆酸化塩素の共振化における豚コロナウィルス試験（２／２）
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス

２．在⽇⽶軍基地における汚⽔処理試験データ（１／２）
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
２．在⽇⽶軍基地における汚⽔処理試験データ（２／２）

Before After
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
３．アクセサリー含む共振化の特性データ

© 2024 All rights Reserved Refine Wave IScT Co.,Ltd.

Refine Wave IScT Co.,Ltd.



27

第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
４．電磁波削減の簡易的テスト
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス

５．フェライトコアによる驚異的な現実⽣活への応⽤
スリーブクランプコアで電磁波ノイズ対策（１／２）
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス

５．フェライトコアによる驚異的な現実⽣活への応⽤
スリーブクランプコアで電磁波ノイズ対策（２／２）
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス
６．電池に貼る⾦属製シールによる共振特性
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第三章 過去データ・エビデンスのオムニバス

７．⾃動⾞クーラント、フェライトコア、共振装置の直接転写による驚異的なエンジン特性の改質

Before After
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取付写真（１／２）
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取付写真（２／２）
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